
中村調理製菓専門学校（調理師科２年コース・製菓技術科）自己評価　（評価対象期間：令和４年４月１日　～　令和５年３月３１日）
適切…4、ほぼ適切…3、やや不適切…2、不適切…1

学校関係者
評価

教育理念
教育環境

評価項目

4

4

4

4

3

4

4

4

4

4

4

4

①学校の理念や社会のニーズを踏まえた職業教育を
推進しているか（専門分野の特性が明確になってい
るか）

③学校の教育目標、育成人材像は各学科に対応する業
界のニーズに合っているか

①学校の目標等に沿った運営方法が策定されているか

4

3

4

4

②学校の理念・目標・育成人材像等は学生保護者に周
知されているか

②運営方法に沿った運営組織が策定されているか

④人事、給与等に関する規定等は整備されているか

⑤業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が
整備されているか

４月２５日の職員朝礼で不審者の校内侵入を説明、５月１６
日の職員朝礼では一次救命処置を説明・実演し、教職員の
危機管理意識を高めた。

引き続き制度上公開が必要な情報を適切に公開している。
更に、保護者向けに進学の情報や教育活動の情報を公開し
ている。
地域社会に向けて学園祭やレストラン・ケーキショップの情
報も適時に発信している。

ここ数年でWEBサービスを利用して業務の効率化を推進して
いる。

８月１５日、２９日の職員朝礼で人権教育研修を行い、大切
な個人情報を守る意識を高めた。

③運営組織における意思決定機能は、規則等で明確に
され、かつ有効に機能しているか

自己評価

4

4

4

4

4

4

4

4

⑦教育活動に関する情報公開が適切になされているか

⑧情報システム化等による業務の効率化が図られてい
るか

⑨個人情報保護のための対策は、とられているか

⑥危機管理に関する職員研修及び学生に対する啓蒙活
動は行われているか

運営計画

運営計画

令和４年度の最終報告

①教育理念を教職員には伝えているが、明文化はされてい
ない。
②職業実践専門課程の会議や産業界の方々との情報交換
等、さまざまな方法で社会ニーズを把握している。
③教育理念に基づいて令和４年度の教育および経営計画を
策定している。
④教育理念や社会に基づいて教育環境を整備しているが、
特に教員組織の整備がさまざまな問題から不十分である。

入学式をはじめとした学校行事で校長が本校の教育目的や
歴史的経緯を毎回説明している。志あふれる職業人を育成
するために、教育理念の明文化、ならびに和洋中と製菓で
「教育目標」や「育成すべき人材像」を作成することが急がれ
る。

日本料理アカデミー、全日本司厨士協会、日本中国料理協
会、福岡県洋菓子協会等業界団体等の業界団体の会合に
は各教員が出席して業界のニーズを直接聞き、教育目標や
育成人材像に反映している。しかし、学生に対する点検と改
善は、もっと具体的に計画し行うべきだと感じている。

学校運営の年度計画、中期計画は適切に定められている。
その内容について教職員に周知している。ただし、事業計画
の進捗管理が不十分である。

①学校運営組織での「計画→実行→振り返り」は適切に行
われている。
②理事会・評議員会での理事の改選を順次進めている。

組織運営上必要な諸規定は整備され、適切に運用されてい
る。

人事制度をはじめとした制度面全般の見直しを測っている。

①コンプライアンスに関する研修、学生指導は、特にコロナ
感染に関して重点的に行なった。
②コンプライアンス遵守の実態点検は不十分である。
③ハラスメントに関する規定は整備したが、実際的な運用は
まだ十分でない。
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中村調理製菓専門学校（調理師科２年コース・製菓技術科）自己評価　（評価対象期間：令和４年４月１日　～　令和５年３月３１日）
適切…4、ほぼ適切…3、やや不適切…2、不適切…1

学校関係者
評価

評価項目 自己評価 令和４年度の最終報告

4

4

4

4

4

4

4

4

3

4

4

3

3

4

4

4

4

4

4

4

3

3

各教員の指導方法等の向上を目的に各期各人ごとに実施し
ているが、その目的の達成度についての確認については今
後の課題である。また評価項目については随時点検を行っ
ていく。

新型コロナウイルス感染予防対策を優先し、教室・実習室の
使用や授業方法についても制限の中で行った。また一部遠
隔授業を行うなどの変更が生じた。

調理師、製菓衛生師ともに規定に則ったカリキュラムで行っ
ている。調理師養成学科、製菓衛生師学科共に県による学
校調査が実施され、その内容についても確認された。カリ
キュラムの改善については検討中である。

「教育改革プロジェクト会議」を通じて、調理製菓の抜本的な
改革を行っている。調理師科1年生への改革は手応えを感じ
ている。
調理師科2年生は自分たちで考案したレストランメニューをお
客様に提供することで、とてもやる気を出して実習に臨んだ。
また、製菓系学科でも学生が考案したお菓子やパンを販売
し成長することができた。

日本料理・西洋料理・中国料理・製菓製パンとも、所属教員
が関係業界団体の理事や役員をしている。
現在、長引くコロナ禍の影響で業界自体が変化しているの
で、業界との連携を絶やさずカリキュラムに反映させた。しか
し、カリキュラムの見直し方法の点検をもっと具体的にする
べきと感じている。

コロナ禍の中で日数は、2年コース年間14日・1年コース年間
7日間ではあったが、インターンシップの教育的効果は点検
され実践的な教育を展開した。次年度は元の日数に戻して
実施したい。

③キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリ
キュラムや教育方法の工夫・開発などが実施されている
か

④関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携
により、カリキュラムの作成・見直し等が行われているか

⑫関連分野における先端的な知識・技能等を修得する
ための研修や教員の指導力育成など資質向上のため
の取組が行われているか

⑨資格取得等に関する指導体制は、カリキュラムの中で
体系的に位置づけてあるか

⑧成績評価、進級・卒業に関する判定の基準は明確に
なっているか

⑤関連分野における実践的な職業教育（産学連携によ
るインターンシップ、実技・実習等）が行われているか

⑦職業教育に対して外部関係者からの評価を取り入れ
ているか

⑥学生による授業評価を実施しているか

⑪関連分野の業界と連携し、優れた教員を確保するな
どのマネジメントを行っているか

4

4

⑬職員の資質向上のための研修等は行われているか

⑩運動会や中村祭（文化祭）等の学校行事は適切に行
われているか

3

①教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が
策定されているか

②カリキュラムは体系的に編成されているか

4

教育活動

教育活動

教育活動

教育課程編成委員会を年間2回実施して意見を聞き、評価を
取り入れている。

正式な「教務規定」の整備は進んでおらず、次年度の課題と
する。

レストランサービス検定（ＨＲS）や専門調理師の資格取得に
つながる技術考査については、調理師科の学生が取得に対
する魅力を感じさせて、指導を強化行う必要がある。製菓衛
生師免許取得のため、ダブルライセンスの学生に補講を通
じて指導している。

令和4年度の行事関係はすべて行うことができた。コロナ禍
の中での実施であったが、令和5年度は通常通りの行事開
催となれば4年ぶりとなるのでしっかりと令和4年度の経験を
活かし準備したい。

退職者の補充はできているが、長期的な計画に基づいた運
用ができていない。

福岡県専修学校各種学校協会主催の教員の指導力育成の
研修には参加している。また、外部の企業へ調理製菓助手
の研修も行った。コロナ禍があければもっと積極的に参加し
たい。

福専各主催の研修等には参加している。年間個人目標を通
じて職員の資質向上に努めた。
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中村調理製菓専門学校（調理師科２年コース・製菓技術科）自己評価　（評価対象期間：令和４年４月１日　～　令和５年３月３１日）
適切…4、ほぼ適切…3、やや不適切…2、不適切…1

学校関係者
評価

評価項目 自己評価 令和４年度の最終報告

4

4

4

4

4

4

3

4

33

4

4

4

4

4

4

3

4

②学生相談に関する体制は整備されているか

①就職に関する支援体制は整備されているか

⑥卒業時に学校に対する満足度調査を行い、その結果
を次年度の教育活動に生かしているか

⑤卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握して
いるか

④退学率の低減が図られているか

②就職率の向上に向けて努力をしているか

①専門士として社会に出るために必要な技術・知識と意
欲・考え方を身に付けさせているか

③学生に対する経済的な支援体制は整備されているか

③学生が資格取得するための支援を行っているか

学修成果

学修成果

学生支援

挨拶・時間励行は修得できている.。調理製菓において２年生
が自分たちで考案したメニューをレストラン・ケーキショップで
披露した。チームで考え計画し行動出来ていた。

本年度になって求人数がホテルを中心に大幅に伸びた。し
かし学生の動きは遅く内定率がなかなか上がらなかった。最
終的には1人を残して全員就職した。次年度は抜本的な就職
指導の改善を行う。

本年度、既存の資格に加えて全調協実技検定を兼ねた本校
の実技試験を行うことができた。製菓衛生師の資格取得へ
の支援も行っている。

①担任は学年主任の指導を仰ぎながら欠席がちな学生指導
に当たっている。
②昼間部の退学・留年率は令和元年度6.5％、2年度3.8％、3
年度9.2％、そして令和4年度は8.2％と、この2年間は高い率
となっている。

同窓会総会に向けて、定例の幹事会は頻繁に開催し、情報
の共有はできている。問題点として、同窓生への連絡ツール
をハガキからSNSに変更を試みているが、うまくいっていな
い。今後、卒業生との連絡手段をどうするべきかが課題と
なっている。また、新規オープンの店へのお祝いや、新店舗
オープンなどの情報開示は以前に比べうまく出来ている。今
後も続けていきたい。

学校満足度調査はすべてのクラスで適正に行われている。
学生から出された施設設備の取替や改修、教員への要望な
どの改善を着実に進めている。

本年度は最後まで学生の就職活動が思うように進まなかっ
た。就職指導の見直しや学生に配付している就職ガイドブッ
クも改める。

令和元年度からのカウンセリング利用学生数は、１5名(夜間
コース４名を含む）、１０名(夜間コース０名）、１5名(夜間コー
ス３名を含む）と推移してきたが、本年度は６名(夜間コース３
名を含む）に留まった。その原因把握が課題である。

経済支援の周知の徹底、相談は個別対応にて丁寧に行っ
た。しかし、昨年からの課題である支援実施結果の取り纏め
が実施できていない。次年度は経済支援の一連業務にする
ように準備をすすめる。
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中村調理製菓専門学校（調理師科２年コース・製菓技術科）自己評価　（評価対象期間：令和４年４月１日　～　令和５年３月３１日）
適切…4、ほぼ適切…3、やや不適切…2、不適切…1

学校関係者
評価

評価項目 自己評価 令和４年度の最終報告

4

4

4

4

4

4

4

4

4

-

4

4

4

4

4

4

4

－

4

⑤クラブ活動に対する支援体制は整備されているか

④学生の健康管理を担う組織体制はあるか

②インターンシップ、海外研修等について十分な教育体
制を整備しているか

①施設・設備は、本校の教育に十分対応出来るように、
整備されているか

⑩高校・高等専修学校等との連携による、キャリア教育・
職業教育の取組が行われているか

⑨社会人のニーズを踏まえた教育がなされているか

⑧卒業生への支援体制はあるか

⑦保護者と適切に連携しているか

⑥学生の生活環境への支援は行われているか

教育環境

③防災対策、学生の問題行動、実習中の事故等、危機
管理についての体制は整備されているか

4

学生支援

健康診断は年度初めに実施した。新型コロナ対策も前年度
から継続して実施した。また、普段から実習授業に関しては
健康チェックを実施や定期的な腸内細菌検査を実施してい
る。

令和４年度は、前年度同様コロナ禍における感染拡大のリ
スク軽減のため、年間を通じて全クラブの活動を休止した。

①学生の「食」環境支援は、ＨＡＣＣＰに則った学生食堂運営
により適切になされている。
②学生の食生活では、「栄養学」でのアンケート調査結果を
「栄養摂取状況成績表」にまとめ改善を促している。また、こ
の調査結果は令和5年8月に開催される調理技術教育学会
で発表する予定である。

ｓｉｇｆｙの活用をとおして保護者との連携がタイムリーに行わ
れている。

令和５年度の同窓会総会に向けて、幹事会も多く開催するこ
とができた。総会に向け卒業生の住所などの整理を行って
いるが、住所が変わっている卒業生も多く、ラインなどのSNS
と従来の郵送の方法で卒業生との連絡を行っているがうまく
行っていない。今後、どのような発信ツールを確率するかが
大きな課題となっている。また、卒業生の新規開業情報など
は把握でき、学校のホームページなどで発信出来ている。今
後も卒業生への支援に協力したい。

調理製菓では主に昼間部の１年コースや夜間部、短期コー
スなどで社会人を受け入れている。特に短期コースには社
会人の応募者が殺到していてニーズをつかんでいる。

新型コロナウイルス感染防止に配慮しながら高校などへの
入学説明、出前授業、また本校でのテーブルマナーなどを進
め、連携を図っている。

校舎の老朽化に対応した長期改修計画を立案している。

コロナ禍の中、日数は減らしたものの夏期校外実習をと春期
校外実習も計画通り行えた。実習日程をコロナ禍のため7日
間にしているので次年度は元の10日間に戻していきたい。

①防災については総務部を中心に適切に対応している。
②４月２５日の職員朝礼で不審者の校内侵入を説明、５月１
６日の職員朝礼では一次救命処置を説明・実演し、教職員
の危機管理意識を高めた。
③担任自ら説明・実施する避難訓練は年々主体的なものに
なっている。
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中村調理製菓専門学校（調理師科２年コース・製菓技術科）自己評価　（評価対象期間：令和４年４月１日　～　令和５年３月３１日）
適切…4、ほぼ適切…3、やや不適切…2、不適切…1

学校関係者
評価

評価項目 自己評価 令和４年度の最終報告

4

4

4

4

4

4

4

4

4

3

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

3

4

4

4

①学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢
献を行っているか

③自己評価表を公開しているか

①法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がな
されているか

④財務情報公開の体制整備はできているか

③財務について会計監査が適正におこなわれているか

②予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

①中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえる
か

③校納金は普遍妥当なものとなっているか

就職状況、退学率、入学者数など、細かい情報も対面で伝
えている。

校納金に関する情報は学費に限らず必要な費用もすべて明
示している。

財務上の健全性を保った運営を行っている。

中期計画、年度計画を立案し、振り返りを実施しながら推進
を行っている。

社会・地域
貢献

法令等
の遵守

②学生募集活動において、教育成果は訪問した相手校
に正確に伝えられているか

②自己評価の実施と問題点の改善を行っているか

学生募集

財務

③地域に対する公開講座・教育訓練の受託等を積極的
に実施しているか

①学生募集活動は、適正に行われているか

②学生のボランティア活動を奨励、支援をしているか

WEBなどを活用しながら適切な情報提供を実施できた。リア
ルな場でのイベントも本年は概ね実施し、新しい情報をリ
ニューアルして伝えている。

2名の監事による監査を毎年行い、適正な監査運営を行って
いる。

ホームページに必要な情報公開を行っている。

法令に準拠した運営を行えている。

新しい自己評価体制の下、担当者の意識の高まりがみられ
る。

学園協議会で評価結果の確認を行い、外部のステークホル
ダーで構成される学校関係者評価委員会で聴取した意見を
踏まえて、速やかにHP上で公表する。

学校の施設設備を関連団体へ開放し授業産業界等を対象と
した講習会等を行った。高等学校等が行うキャリア教育等の
授業にも協力した。

今年度、年に2回校外清掃活動を行うようになっていたが不
十分な時があったためより円滑に進められるように指導して
行く。

地域に対する公開講座や教育訓練等の受託をしている。ま
た調理製菓業界・団体等が主催する公開講座や教育訓練を
積極的に受託し、実施している。
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中村調理製菓専門学校（調理師科２年コース・製菓技術科）自己評価　（評価対象期間：令和４年４月１日　～　令和５年３月３１日）
適切…4、ほぼ適切…3、やや不適切…2、不適切…1

学校関係者
評価

評価項目 自己評価 令和４年度の最終報告

国際交流

国際交流

3

4

3

4

44

3

4

3

4

⑤韓国にある「ナカムラアカデミー」に対する支援は適切
に行われているか

④学習成果が国内外で評価される取組を行っているか

③留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体
制が整備されているか

②留学生の受け入れ・派遣、在籍管理等について適切
な手続きがなされているか

①留学生の受け入れ・派遣について戦略をもっているか

数は減っているものの、管理は適切に行っている。

6月に糸島へ研修に行くことができた。今後も継続して実施し
ていきたい。学園祭でも留学生企画を実施したが、一部の留
学生のみとなったため、今後は全留学生に広げていきたい。
また、入学時のガイダンスや試験前の説明会、個別面談な
どを継続して実施できている。留学生が日本で充実した学生
生活が送れるよう、自由な発想でイベントを実施していきた
い。

ジャパンケーキショーで好成績を残せた。コロナ禍の影響
で、まだナカムラアカデミーのパン部門は開校できていない。

①従来のオンラインでの会議に加え、校長のナカムラアカデ
ミーの出張も10月以降から再開し、経営・運営の実地指導を
行っている。
②日本からの教員の出張も再開した。

後半に規制緩和があり次年度に向け、ヒアリング、訪問活動
が再開できている。

6


